
森の京都亀岡で
奇跡の石に出合う

桜の季節に訪れたい

京都・嵐山とを結び、その絶景を満喫できる保津峡下りやトロッコ列車の起点

である亀岡。桜や温泉でも有名だが、「石のまち」としても脚光を浴びている。

:腕 1
文/鳥海美奈子写真/大腰和則

自然がデサインした

見事な花びらの不思議

.‘ 

大学卒業後、洋紙代理

屈に勤務したが、「祖

父や父の背中を見てき

たので同じ仕事をした

くなり、後を継いだ」。

砥取家掘匠

土橋要造さん

[未納腕 I
山から切り出した石iO)
多影な色や文様に驚き

天然砥石の仕上げ砥は、 2億 5000万

年前に赤道付近の太平洋深海底で生ま

れた堆積物。それが海洋プレートに乗

り、年に数cm動いて日本にたどり着く。

Data 砥取家⑫亀岡市東本梅町大内

上条20ft0771・26・2545

. . . 
天神山付近の土中に、きらきら

と輝く姿を目撃できる桜石。桜

天満宮で採れる桜石は6枚の花

びらがくっきり(桜は5枚)o天

然記念物に指定される。

D~ta 桜天満宮@亀岡市薄田野
町柿花中道54参拝自由⑮なじ

積善寺・桜天満宮

大野加津子さん用途や使う人によって

異なる天然砥石の選び方

桜天満宮の場内では、松宮の採掘や持ち出しは厳禁。

社務所では、希望すれば桜石の見学もできる。左は、

きらめく桜石が入った御札。

桜天満宮は曹洞宗の積善寺内にあ

る。 1190年、無極上人によりこ

乙に孟された。 f4月上旬には、境

内にある6本の吉野桜も咲きます」。

/ 

〔宗の奥座敷〕
亀周を巡る

亀岡へは、行きはJR山陰本線

やトロッコ列車、帰りを保津川

下りで自然を堪能してみても。

亀山蜘止、稗田野神社、桜天満

宮など石と縁のある場所を訪ね

たら、旅の最後は湯の花温泉で

蛇河 ゆっくり心身を癒やしたい。

. "‘ 

① 一般向き

家庭でも使いやすい「白巣板j約18万円。

② 上級者向き

料理人などが愛用。「カミソリ砥」約20万円。

③ 日本刀向き

日本万の波紋を出す「内曇j約15万円。

骨
星
組

. 

② @ ① 

上/山へ行き、石の目を見極めて、原石を切り

出す。仕事のなかで最も難しく、危険な作業。

下/切り出した原石を成形して砥石に仕上げる。
、.
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@亀山城祉

明智光秀が築城。天守台の石垣

の下3段は往時のまま残るロ現

在は宗範玄人大本の本部がある。

J ・亀岡市荒塚町内丸1

。種目野神社

願い事を強く念じながらくぐるノ

と成就するといわれる「石の環

くぐりJ。石のパワーを体感0

・亀岡市蒋田野町佐伯垣内亦1

圃

-
F、
一嵯
峨
野
の
急
峻
な
渓
谷
は
、
山

人
門

」
桜
に
染
め
抜
か
れ
る
。
そ
の
美

景
を
眺
め
つ
つ
行
く
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車

や
舟
で
の
保
津
川
下
り
。
名
勝
嵐
山
と

と
も
に
そ
の
観
光
の
起
点
と
な
る
亀
岡

は
、
実
は
石
の
町
で
も
あ
る
。
天
神
山

の
麓
に
位
置
す
る
章
者
寺
・
桜
天
満
宮

を
訪
れ
る
と
、
出
合
え
る
の
は
「
桜

石
」
。
そ
の
名
の
ご
と
く
、
花
び
ら
模

様
を
し
て
い
る
。
美
し
く
可
憐
な
天
然

石
に
驚
か
さ
れ
る
。

「
桜
天
満
宮
の
祭
神
は
菅
原
道
真
公
で

す
。
そ
の
道
真
公
か
ら
桜
樹
を
賜
っ
た

家
臣
一
が
こ
こ
に
植
樹
し
た
。
そ
の
桜
は

枯
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
代
わ
り

に
地
下
の
岩
石
に
花
紋
を
残
し
た
と
、

そ
う
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
」
。

住
職
の
内
室
・
大
野
加
津
子
さ
ん
は

伝
承
を
語
る
。
道
真
は
学
問
の
神
。
学

業
成
就
や
受
験
合
格
を
願
い
、
そ
の
桜

石
が
中
に
納
ま
っ
た
御
札
を
求
め
る
人

も
多
い
。
京
都
教
育
大
学
名
菩
教
授
で

理
学
博
士
の
井
本
伸
麿
さ
ん
は
、
亀
岡

で
桜
石
が
出
現
す
る
理
由
を
'
』
う
語
る
。

「
こ
の
辺
り
の
地
層
の
多
〈
は
、
粘
土

質
の
泥
岩
で
す
。
約
l
億
年
前
、
そ
の

泥
岩
に
地
下
か
ら
上
昇
し
た
花
山
岡
岩
の

マ
グ
マ
が
貫
入
し
た
。
冷
た
い
泥
岩
の

中
に
熱
い
マ
グ
マ
が
入
る
と
、
熱
で
焼

か
れ
た
部
分
に
新
し
い
董
青
石
と
い
う

鉱
物
が
で
き
る
。
そ
れ
が
風
化
す
る
と
、

断
画
が
花
び
ら
の
よ
う
に
見
え
る
の
で

す
。
世
界
的
に
も
美
し
い
鉱
石
で
す
」
。

も
う
一
円
く
石
の
産
地
・
亀
岡
で
知

/ 。トロッコ亀岡駅

トロッコ権蛾駅から亀岡駅まで白

を約25分で走る篠崎野 卜口4y'

コ。、保津峡も堪能できる。

・亀岡市篠町山尉也黒20・2

@保津川下り、.、

約16岡の急峻な渓流を2時間

ほどかけて行く川下り。定期乗

合船の運行は3月10日から。

・亀岡市保津町下中島2

@湯の花温泉渓山闇

湯の花温泉には、， f桜石の霊力で退治さ

れた鬼の涙があふれた」など多くの桜石に

まつわる伝承がある。日帰り入浴も可能。

・亀岡市薄田野町佐伯下峠20-6

‘ . ら
れ
る
の
が
天
然
砥
石
だ
。
現
在
、
市

場
に
出
回
る
卯
%
は
人
造
砥
栢
。
し
か

し
、
天
然
砥
石
で
包
丁
を
研
ぐ
と
切
れ

味
鋭
く
、
食
材
の
細
胞
を
つ
ぶ
さ
な
い

の
で
料
理
の
味
も
読
棋
に
上
が
る
と
、

料
理
人
な
ど
に
は
つ
と
に
名
高
い
。

「
天
然
砥
石
の
採
掘
場
は
数
百
カ
所
あ

り
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
閉
山
し
て
い

ま
す
。
で
も
亀
岡
の
砿
脈
は
太
く
豊
か
。

こ
こ
に
は

2
億
5
0
0
0万
年
前
の
中

生
代
コ
一
畳
紀
と
、
-
億
5
0
0
0万
年

前
の
中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
の

2
つ
の
砥
石

層
が
あ
り
ま
す
。
三
畳
紀
の
地
層
か
ら

は
砥
石
の
な
か
で
も
合
砥
が
、
ジ
ュ

ラ
紀
の
地
層
か
ら
は
青
砥
が
採
れ
ま
す
。

と
り
わ
け
最
も
目
の
細
か
い
合
砥
の
採

掘
叫
が
行
わ
れ
る
の
は
、
現
在
は
亀
岡
だ

け
で
す
」
(
井
本
さ
ん
)
。

亀
岡
で
砥
石
の
採
摘
が
始
ま
っ
た
の

は
8
0
0年
前
。

1
8
7
7年
創
業
の

砥
里
警
は
、

4
代
目
・
土
橋
要
造
さ

ん
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。
砥
石
の
採
掘

か
ら
加
工
ま
で
す
べ
て
を
手
が
け
る
。

「
砥
石
は
日
本
文
化
の
原
点
と
自
負
し

て
い
ま
す
。
料
理
だ
け
で
な
く
武
士
の

日
本
万
、
宮
大
工
の
カ
ン
ナ
や
ノ
ミ
に

も
砥
石
が
必
要
で
す
」
o

採
掘
す
る
層

に
よ
り
色
や
硬
度
が
違
う
天
然
砥
石
は

白
や
グ
レ

l
、
黄
色
や
赤
な
ど
多
彩
。

自
然
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
、
そ
の
砥
石
の

美
に
見
と
れ
る
。
家
庭
用
な
ら
1
万
円

ほ
ど
か
ら
購
入
可
能
。
亀
岡
で
の
旅
は
、

急
峻
な
渓
谷
や
天
然
石
な
ど
、
自
然
の

創
造
物
と
出
合
う
時
間
で
も
あ
っ
た
。

〆

/ 協力/京都府


